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概要

デジタル教科書は，従来の紙媒体に比べて，動画など視覚効果の高いコンテンツを提供できることに加えて，内

容の改訂や情報共有を柔軟に実施できる．近年，初等教育においてはデジタル教科書の普及が進みつつあるものの，

大学教育においては未だ積極的な利活用は少ないのが現状である．そこで情報基盤センター長会議において「大学

のデジタル教科書の共同制作と流通検討部会」を設置し，デジタル教科書の利活用について議論を重ねてきた．本

報告では，同部会が名古屋大学，北海道大学，九州大学，国立情報学研究所の教員，学生に対して実施したアンケー

ト調査結果についてまとめる．

1 はじめに

デジタル教科書は，動画など従来の紙媒体に比べて

視覚効果の高いコンテンツを提供できることに加え

て，内容の改訂や情報共有を柔軟に実施できるという

大きなメリットを持つ．そのため，教育におけるデジ

タル教科書の利用に対する期待が年々高まってきてお

り，初等教育においてはデジタル教科書の普及が進み

つつある．しかしながら，大学教育においては未だ積

極的な利活用は少ないのが現状である．近年，紙版の

教科書とデジタル化された教科書の比較検討を行った

研究結果が複数報告されてきている [1, 2, 3]．これら

の研究では，紙版とデジタル版の教科書の利用者を比

較した際，認知面の学習成果に差はないということが

述べられている．また，デジタル教科書を読む時間は

紙版よりもかなり長くなり，その原因としてマルチタ

スクの影響が指摘されている．さらに，辞書参照や他

文献へのリンクなどデジタル的長所が多数活用できる

にも関わらず，学生はそうした機能を多く使わないと

いう結果も示されている．一方，教科書の注釈をクラ

ス内で共有するといった工夫を教員が行うと，学生は

デジタル教科書のメリットを認識するといったことが

示されている．このように，デジタル教科書の導入を

円滑に進めるためには，デジタル教科書の活用方法に

関して多様な検討が必要だと考えられる．

このような背景から，情報基盤センター長会議にお

いて「大学のデジタル教科書の共同制作と流通検討部

会」を設置し，情報基盤環境の整備と授業デザインの

2 つの観点から，現状の取り組みや問題点を整理し，

普及に向けての課題について議論を行ってきた．大学

ICT推進協議会 2015年度年次大会においては，企画

セッション「大学におけるデジタル教科書の共同制作・



流通」[4] を行い，大学においてデジタル教科書を普

及・活用するための課題について議論する場を設けて

いる．ここでの議論を踏まえ，名古屋大学，北海道大

学，九州大学，国立情報学研究所の教員と学生を対象

に，デジタル教科書の利活用に関するアンケート調査

を実施した．本報告では，このアンケート調査結果の

詳細と今後の課題についてまとめる．

以降，2 節はアンケート調査結果を学生という観点

で整理し，3 節は教員の観点でアンケート調査結果を

整理する．そして，4 節でアンケート調査結果に対す

る考察を加え，最後に 5節でまとめる．

2 学生を対象としたアンケート調査結果

2.1 学生向けアンケート調査の概要

学生向けアンケートでは，デジタル教科書に対して

求められる機能と利用方法という 2つの観点から調査

を実施した．質問項目には，学生の所属に関する設問

を含めて全 9 問を設けた．本アンケート調査期間は，

名古屋大学，北海道大学，九州大学，国立情報学研究

所それぞれにおいて約 1ヶ月間を設定し，当該期間に

714件のアクセスがあり，有効回答数は 450件であっ

た．回答の内訳は，学部学生が約 55%，大学院生が約

45%であった（若干名ではあるが研究生等も含まれて

いた）．また，アンケートに回答をいただいた学生の専

門を見ると，文系学生が約 10% であるのに対し，理

系学生が約 90%を占めるという結果となった．

2.2 デジタル教科書に対する学生の期待

まず，デジタル教科書を使ってみたいかどうかとい

う問いに対する回答を集計した結果，デジタル教科

書を使ってみたいと回答した学生の割合が約 72% で

あったのに対し，使ってみたくないと答えた学生は約

26% 存在することを確認した．残りの約 2% からは

回答を得られなかった．このデジタル教科書を使って

みたいかどうかという設問を学生の属性別に分析した

結果を図 1に示す．

図 1から分かるように，学部と大学院生のどちらに

おいてもデジタル教科書を使ってみたいという学生の

数が半数以上を占める事がわかる．また，理系／文系

それぞれの回答を集計してみたところ，文系でデジタ

ル教科書を使ってみたいという学生の割合は約 61%，

理系の場合は 74%であった．次に，「デジタル教科書

を使ってみたいですか」という問いに対して「はい」と

回答した学生に対して，デジタル教科書を使いたい理

由を複数選択式で質問した所，インタラクティブな学

習ができる点を挙げた学生は約 26%（76 件）であっ

たのに対し，動画や音声といったリッチな教材が利用

できる点を挙げた学生は 59%（189 件），重い教科書

の持ち運びからの解放や辞書等と合わせて持ち運べる

利便性を挙げた学生は 85%（275件）となった．この

ことから，学生がデジタル教科書に期待する最も重要

な点は，複数の教科書，辞書，参考書等を 1台のデジ

タルデバイス上で扱えるようになる点であり，インタ

ラクティブ性については強く求められていないように

思われる．

次に，デジタル教科書を利用したい科目，ならびに

デジタル教科書を閲覧するためのデバイスを調査した

結果を図 2に示す．図 2左から分かるように，特に科

目による差がないと答えた学生が多く，次に理系専門

にて利用したい学生が多いという結果となった．今回

のアンケートにおいては，回答した学生の 90% が理

系学生であったことから，理系専門の割合が多くなっ

たと考えられる．このことを踏まえると，デジタル教

科書に対する需要は科目によって差はそれほど無いと

思われる．一方，デジタル教科書を閲覧するためのデ

バイスとしては，スマートフォンを挙げる学生が 80%

以上を占めた．このことから，デジタル教科書を普及

させるためには，スマートフォン等のモバイル端末へ

の対応が不可欠であると考えられる．

デジタル教科書に求める機能を質問した所，いつで

もどこでも閲覧できる機能が最も多く約 80% の学生

から回答が得られた．次に付箋，動画再生，手書き入

力，外部コンテンツへのリンクといった項目が挙げら

れ，それぞれ 60～69% の学生から回答が得られた．

一方，クイズやアンケートといったインタラクティブ

な機能に対する回答は少なく，約 26%程度であった．

その他の意見として，僅かではあるが内容の検索性を

期待する声も聞かれた．

一方，デジタル教科書を使ってみたいかどうかとい

う問いに対して「いいえ」と答えた 117名の学生に対

し，デジタル教科書を使用する際に障害となる点を複

数の回答を許して質問した．その結果，デジタル教科

書を使っている授業が無い（コンテンツ・教材が不十

分）ため（約 36%），PCやタブレット端末などの閲覧

機器を持っていないため（約 20%），紙の教科書の方

が慣れていて使いやすいため（約 91%），機器の操作

などに不安があるため（約 24%），その他（約 24%）

という回答が得られた．この結果から，紙の教科書の

方が慣れていて使いやすいと考える学生が多く存在す

ることが確認した．また，その他と回答した学生から

得られた意見として，デジタル教科書の利用に伴う身



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

図 1 設問「デジタル教科書を使ってみたいですか」に関する回答の内訳（左：学部学生／大学院生別の割合，

右：理系／文系別の割合）
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図 2 デジタル教科書に対する需要を科目別（左），デバイス別（右）に集計した結果

体的な負担（特に目の疲労）を心配する声が聞かれた．

少数意見ではあるが，金銭的な負担を懸念する声，デ

ジタル教科書を利用した場合に紙媒体よりも学習が

効率化されるかどうかに対する不安，も聞くことがで

きた．

2.3 学生におけるデジタル教科書の課題

デジタル教科書の普及に必要不可欠と思われる要素

に関する質問の回答を見ると，学習環境・インフラの

整備を期待する回答が全体の約 82%を占め，デバイス

に対する費用負担の軽減を期待する学生は約 66% で

あった．また，これらのいずれかを希望する学生は全

体の約 92% を占めた．このことから，インフラの整

備に加え，何らかの学生に対する補助政策等も実施す

ることが普及のための重要な要素となる可能性が高い

と思われる．また，デジタル教科書を閲覧するための

デバイスとしてスマートフォンを上げる学生が 80%

以上を占めており，スマートフォンを含むモバイル端

末への対応はデジタル教科書の普及を考える上での重

要な課題であると考えられる．一方，デジタル教科書

と紙版教科書を併用（もしくはデジタル教科書の必要

箇所を印刷する機能）が大事と考える学生が一定数存

在することを確認した．また，健康面を心配して紙の

教科書を使いたいと考える学生が一定数存在し，デジ

タル教科書に対する拒絶反応（絶対に使いたくない）

を示す回答も多く見られた．これらのことから，デジ

タル教科書に加えて紙媒体も利用できるような枠組み

を揃えることが重要な課題となると思われる．

2.4 学生からの具体的な意見の例

本節では，アンケートに設けた自由記載欄で得られ

た意見の中で，特徴的なものを列挙する．

■デジタル教科書の利点について

• 紙媒体より安値を期待できる．
• 長期保存が可能であり，即座に世界中へ提供可能
となる．

• 書き込みや付箋，講師とのレジュメ（カラーで）
の共有ができると良い．

■デジタル教科書に求められる機能や制度について

• 紙の本を PDF にしただけの教科書であれば必要

ない．

• デジタルだからできる仕掛け（動画，音声コンテ
ンツの充実など）を入れないと紙の方が使い易い．

• 教科書への書き込みができないのであれば不便で
ある．

• 一覧性を向上させるインタフェース（複数ページ
の同時閲覧や複数の本の同時閲覧）が必要である．



• 画像や細かい説明もすぐに見つけられる検索機能
が欲しい．

• 長時間見ても疲れない画面，見やすい画面が必要
である．

• 処理速度の向上，マルチプラットフォーム対応,

低消費電力 (低 CPU負荷)の実現が必要である．

• 学内Wi-Fiの充実が必須である．

• 一般的な電子書籍のようにアクセス権を得るタイ
プでは，業者都合によるサービス終了を恐れて電

子書籍を敬遠する可能性がある．

• デジタル教材の充実，機器・コンテンツ等の扱い
に長けた指導者の確保が必要である．

• 不正防止と試験対策が必要である．
• 閲覧機器を購入できない人への経済的な支援が必
要である．

■紙媒体との比較について

• 充電切れ，故障，動作不良など電子機器への不信
感がある．

• 芯のこすれる感覚を味わいながら教科書を使い
たい．

• 紙媒体よりも読んだ内容が頭に入りにくいと感
じる．

• 長時間になると紙媒体の方が目が疲れない．
• 小中高からの電子書籍への慣れが必要である．
• 紙媒体も利用できるように，コピー機の増設と図
書館での蔵書へのリンクを充実してほしい．

■デジタル教科書に対するイメージ

• デジタル教科書をどこで使うのか想像できない．
• そもそもデジタル教科書が何なのか分からない．

■その他

• 一部地域におけるデジタル教科書の導入による効
果の検証が必要である．

• メリットとデメリットを提示した上でアンケート
を取って欲しい．

• 手段であるデジタル教科書が目的化しているよう
に思える．

3 教員を対象としたアンケート調査結果

3.1 教員向けアンケート調査の概要

教員向けアンケートでは，デジタル教科書の利活用

と制作という大きく 2 つの観点から調査を実施した．

デジタル教科書の利活用に関する質問項目は 14問，制

作に関する質問項目は 4問であり，これに所属と職階

に関する設問を加えた全 20 問を用意した．調査期間

は，名古屋大学，北海道大学，九州大学，国立情報学

研究所それぞれにおいて約 1ヶ月間を設定し，無記名

によるアンケート調査をメールにて依頼した．当該期

間に 184件の回答を得た．

3.2 デジタル教科書に対する教員の期待

「デジタル教科書を使ってみたいか」という設問に

対する回答をグラフにしたものを図 3に示す．教員の

69%（部局別：理系 68%，文系 75%）が利用に対して

肯定的であり，職階別に見ても 6割以上が肯定的であ

る．利用したい教科については，理系の基礎・専門科

目がそれぞれ約 21～44% と文系科目の約 3～7% と

比べて高い一方，教科による差異はないという意見も

同程度存在した．関心のある活用方法としては，学生

の理解を促す画像や映像を利用できる教材という意見

が約 64%，教員の用意した教材の配信という意見が約

46%，複数人が同時利用できる貸出中のない教材とい

う意見が約 36% であった．デジタル教科書に求める

機能としては，映像などの動的なコンテンツの表示が

約 60% と最も高く，教科書内や外部コンテンツへの

リンク（約 50%），いつでもどこでも閲覧できること

（約 49%），付箋やマーキングの付与（約 44%）が続

いた．一方で，閲覧・学習履歴の収集（約 26%）や e

ポートフォリオとの連携（約 18%）への要求は低く，

近年のラーニング・アナリティクスへの注目とは異な

る結果が得られた．

「デジタル教科書を作ってみたいか」という設問に

対する回答をグラフにしたものを図 4 に示す．回答

は「一から作ってみたい」（はい [一]），「既存のデジタ

ル教科書に補足を加える程度なら作ってみたい」（は

い [補]），「いいえ」の三択である．教員の 59%（部局

別：理系 59%，文系 60%）が作成に対して肯定的で

あり，職階別に見ると，教授と講師は 7割前後，准教

授は 57%，助手・助教は 45%が肯定的である．特に，

6 割強の講師が一から作ってみたいと答えており，他

の職階の 16% から 36% という値に比べて高い傾向

がある．デジタル教科書の作成にあたっては，技術職

員や学生アルバイトなどの支援を受けながら作りたい

という意見が約 30%と最も多く，約 81%が制作ツー

ルの無償利用を，約 79% がデジタル教科書の無償提

供に興味があると回答している．

「デジタル教科書を使ってみたいか」と「デジタル

教科書を作ってみたいか」の 2つの設問をクロス集計

した結果を図 5に示す．使ってみたいと回答した教員

の 71%（部局別：理系 70%，文系 78%）が作成に対
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図 3 設問「デジタル教科書を使ってみたいか」に関する回答（左上：理系/文系別の回答数，右上：職階別の
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図 4 設問「デジタル教科書を作ってみたいか」に関する回答（左上：理系/文系別の回答数，右上：職階別の

回答数，左下：理系/文系別の割合，右下：職階別の割合）

しても前向きである一方，使いたくないと回答した教

員の 29%（部局別：理系 31%，文系 14%）が作成に

対しては前向きであるという結果が得られた．

3.3 教員におけるデジタル教科書の課題

デジタル教科書を使用する際の障害としては，授業

に対応したデジタル教科書がない（コンテンツ・教材

が不十分）という理由が約 44% と最も多かった．使

用デバイスとしては，6～7割が PCとタブレット，2

割がスマートフォンを希望しており，学生への普及率

が高いことを理由にコンテンツ自体のスマートフォン

対応を求める意見も見られた．デジタル教科書の利活

用と作成に関する各設問の自由記述欄に記載された意

見として，著作権に関する心配や懸念が 1割弱存在し

た．デジタル教科書を使ってみたいと回答した教員の

7%，使いたくないと回答した教員の 6% に相当し，

文系部局に所属する教員よりも理系部局の教員に顕著
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図 5 設問「デジタル教科書を使ってみたいか／作っ

てみたいか」のクロス集計結果

であった．また，デジタル教科書の利活用に関して，

教育的見地から否定的な意見を具体的に述べた教員が

約 16% 存在した．デジタル教科書を使ってみたいと

回答した教員の 14%，使いたくないと回答した教員の

21%に相当する．特に，理系の部局に所属する教員の

14%が，本人のデジタル教科書を使ってみたいという

意思に関わらず教育的見地から利用を否定しており，

文系部局に所属する教員の 2%と比べてより強く否定

していることがわかる．ただし，具体的なコメント内

容を確認すると，デジタル教科書そのものの否定とい

うよりは，従来の紙媒体がデジタル教科書に完全に置

き替わることへの拒否反応であり，併用であれば問題

ないと考えられる．

3.4 教員からの具体的な意見の例

本節では，アンケートに設けた自由記載欄で得られ

た意見の中で，特徴的なものを列挙する．

■デジタル教科書の利活用について

• 教員の間の教材共有の基盤として興味がある．
• 教員や学生がカスタマイズできる／インタラク
ティブな教材に興味がある．

• 動画のある教材に興味がある．
• 練習問題の自動採点機能に興味がある．

■デジタル教科書に求められる機能や制度について

• 単なる印刷教科書の置き換えではデジタル化の利
点は感じられないため，デジタルである利点を最

大限に生かした教材の開発が必要である．

• 低コストであること．
• 書き込み，ハイライトが容易であること．
• 学生はスマホに頼ることになれているので，メ
ディアはそれを前提に開発すること．

• コンテンツを充実させること．

• 教員によるアクセス制御機能が必要である．
• 試験で教科書持ち込み可とする場合の対応が必要
である（ネットワークに接続可能なデバイスを持

ちこませる訳にはいかない）．

• デバイスが故障した際に学習が中断される点に対
処できる仕組みが必要である．

• 教員や学生全員が閲覧機器（特に，同種のデバイ
ス）を所有しているとは限らない．

• 学生の機器操作に不安がある．
• 学内ネットワークインフラが不足している．
• ウィルス，不具合，充電（電力）などの問題に対
処する必要がある．

■紙媒体との比較について

• 紙媒体の方が数十年後も読み返すことができ，「本
人が調べたい事項」以外の事項も目に入りやすく，

知識の裾野が広がる．

• 画面上の文字は読むというより眺めているだけに
なる．

• デジタル媒体は閲覧のし易さに問題があると思わ
れる．

• デジタル媒体はコピペがしやすくなる．
• 画像や映像をふんだんに取り入れた理解しやす
い教材が，すべての学生にとって深い理解につな

がる訳ではないことに留意する必要がある（イン

ターネット利用を学習にいち早く導入した国で

は学生の考察力の低下を招いたという研究結果も

ある）．

• デジタル媒体は，情報量が多すぎて消化不良にな
りやすく，受け身の学習となりやすいが，紙媒体

は，情報量が制限されているため注意散漫になり

にくく，深い理解や記憶・学習面でアドバンテー

ジがある．

• 苦手意識や否定的意見を持っている学生が電子機
器類で学ぶと，学習効率が下がる．

• 書籍は，それなりの値段と質量ゆえ，必要性や履修
計画を必然的に考える機会が提供できるたが，デ

ジタル化ではその機会が減少する可能性がある．

• デジタルメディアが普及したとき，旧来の紙メ
ディアのコンテンツがどれだけ保存・利用される

か，あるいは使われなくなってしまうかが問題で

ある．

• 紙媒体の資料の補助としてはあり得るであろう
が，古典文献の研究が主な目的となる教育／研究

の上では補助以上の役割は考えにくい．



• デジタル教科書はペーパーレス化と学生の理解の
助けに有用なので，基本的に賛成である．ただし，

記憶や再利用のため紙媒体で各自保存することも

考えられ，その場合のカラー印刷費用は学生自身

の負担となるので，学生の了解が必要である．

■デジタル教科書の作成について

• 教員側のスキルの向上（既存の教材に関する知識
と新たな教材を作る為の知識全般）が必要である．

• 動画やカラー化など視覚情報量が多いため，教科
書を作成する負担が大きくなりすぎるので，作成

を支援するスタッフを用意してほしい．

• 苦手意識や否定的意見を持っている教員が電子機
器類で教えると，教授効率が下がる．

• 著作権などの法整備が必要である．科目を横断し
て使えるような，デジタルコンテンツ（写真・動

画，文献，年表，法令等）が整備されるとよい．

• 紙媒体での資料でさまざまな由来のイラストなど
を利用しており，基本的には授業内での教育的利

用にとどめることができているが，デジタル化す

ることで不特定多数に流出する可能性が高まる．

• コンテンツ内容が配信により著作権を侵害しない
かのガイドラインが必要である．

■製作ツールの価格などについて

• 20万円以内，10万円以内，数万以内など．

• 各教員が利用できる運営費交付金（授業料）の１
割程度．

• Office（のうちの 1 つ）や Adobe の年間ライセ

ンス程度，一般的なソフト（イラストレーターや

フォトショップなど）と同等の価格．

• 使いたいツールの例：Microsoft パワーポイント，

LaTeX，iBooks Author, Kindle Book Creator,

iBook Creator, XVL Studio Standard

■デジタル教科書に対するイメージ

• どのようなデジタル教科書があるのか，知識が
無い．

• 少なくとも現状単なる電子版を超えるようなデジ
タル教科書がない．

■デジタル教科書の利活用例について

• iBooks Author を利用して作成したデジタル教

科書を 1回利用試行した．教科書から LMSに連

携する機能を共同開発し，講義の事前調査として

LMS 上のオンラインテストをデジタル教科書か

ら実施した．

• 教科書会社の許諾を得て，教科書や映像音声教材
の練習問題部分について eラーニング化し，アク

セス制御して利用させている．各設問について履

歴が把握でき，ほぼすべての学生がすべての練習

問題を複数回反復練習していることが観察できて

いる．解説の時間を節約できる．

4 考察

4.1 デジタル教科書に対する期待

調査の結果，明らかになった点として以下の 3つが

挙げられる．

第 1に，デジタル教科書の利活用については，教員

と学生の双方が高い関心を持っていることがわかっ

た．教員の 6割以上，学生の 7割以上がデジタル教科

書を使ってみたいと回答している．また，その活用方

法として，画像・映像・音声などを活用した教材の利

用に教員と学生の双方が高い関心を示している．この

ことは，デジタル教科書の利用が学習内容のより深い

理解につながることへの期待であると言える．

第 2に，デジタル教科書の制作に関心を持つ教員も，

一定数存在することがわかった．約 5割の教員が，何

らかの形で制作に関心を有している．ただし，その条

件として，既存のコンテンツを発展させたり，技術的

なサポートを得ながら制作するなど，制作のための支

援が必要である．上で示したように，紙媒体では表現

できないリッチコンテンツの提示に関心があることを

踏まえれば，デジタル教科書の制作にあたっては物的・

人的・技術的な支援が不可欠であると言える．

第 3に，学生は，デジタル教科書を利用することで，

教科書を持ち運ぶ物理的な制約や負担を軽減できるこ

とに高い関心を持っていることがわかった．そのため

か，デジタル教科書の利用に際しては，オフライン環

境でも利用できることを強く求めている．また，印刷

物と比較して安価に入手できることへの期待も高い．

これらは，現在の入手・利用・保存への不満があるこ

とを反映している可能性がある．

4.2 デジタル教科書の課題

一方で，デジタル教科書の利活用への課題も明らか

となっている．第 1に，紙媒体のテキストと比較した

明確な長所が曖昧である点である．上で示した通り，

教員・学生の双方がデジタル教科書の利用が学習内容

のより深い理解につながることを期待しているが，ど

のような活用方法がそうした成果をもたらすかが明確

に理解されていない．また，画像・映像・音声などを



活用した教材が十分に普及していないことも，その一

因である．そのため，紙媒体のテキストと同じコンテ

ンツであるなら，デジタル教科書は特に不要という見

方も多い．

第 2に，学生側の利用端末の確保が課題である．教

員・学生とも，デジタル教科書は時間や場所を問わず

に利用できることを望んでいる．判読性と携帯性のバ

ランスがよい端末はタブレットであるが，学生への配

布や貸与，学外での通信環境の確保などが課題である．

また，これらと関連して，機器の故障やコンテンツの

利用権の消失など，長期にわたって安定的に利用でき

る環境にも不安がある．

第 3に，教員は著作権にかかわる問題に懸念を有し

ている．特に，デジタル化されたコンテンツを自分の

授業で教材として利用したり，デジタル教科書の制作

に活用する場面での著作権問題に関する懸念である．

5 むすび

本報告では大学におけるデジタル教科書利活用の

課題整理を目的として，名古屋大学，北海道大学，九

州大学，国立情報学研究所の教員と学生に実施した

アンケート調査の結果をまとめた．アンケート調査の

結果，

• デジタル教科書の利用については，教員と学生の
双方が高い関心を持っている．

• 支援を受けられるなら，教員によるデジタル教科
書制作への関心も高い．

• 紙媒体のテキストと比較した明確な長所が曖昧で
ある．

• 教員・学生とも関心の高い，画像・映像・音声な
どを活用した教材の有効性を評価する研究が課題

である．

の 4項目が現状の問題点として得られた．このような

調査結果を踏まえ，今後の取り組みについて次のよう

な 2つの示唆が得られた．1つは，学習者の深い理解

につながるコンテンツの開発と有効性の評価である．

例えば，画像・映像・音声などを活用した教材は，教

員・学生とも高い関心を有しており，そうした教材開

発を足掛かりに検討を進めることが考えられる．もう

1 つは，既存のテキストを活用する際には，紙媒体と

デジタル媒体の併用が有効と考えられる．デジタル教

科書は，携帯性や検索機能に長所があるが，コンテン

ツの利用権管理，電源確保，端末の故障などの面での

不安もある．そのため，紙媒体を完全に置き換えるの

ではなく，双方の長所を利用できる環境の整備が，今

後の取り組みとして有効と考えられる．
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